
平 成 ２ ５ 年 度 第 ２ 回 午前の部
電気通信主任技術者試験問題 法規・設備及び設備管理

注 意 事 項
１ 試験開始時刻 １０時００分

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「法規」のみ １ 科 目 １１時２０分

「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」のみ １ 科 目 １１時４０分

「法規」及び「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」 ２ 科 目 １３時００分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題
試 験 種 別 試 験 科 目

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

法 規 ６ ６ ６ ６ ６ 1～14
伝送交換主任技術者

伝送交換設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 15～29

法 規 ６ ６ ６ ６ ６ 1～14
線 路 主 任 技 術 者

線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 30～44

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢法規｣は赤色(左欄)、「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理｣(｢設備及び設備管理｣と略記)は緑色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した試験種別を○で囲んでください。(試験種別は次のように略記されています。)

① 伝送交換主任技術者は､ 『伝 送 交 換』

② 線路主任技術者は、 『線 路』

(5) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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平
成 Ｈ
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試 験 種 別 試 験 科 目

線路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＧＥ－ＰＯＮシステムの概要について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

１心の光ファイバを光スプリッタを用いて分岐することにより、１心の光ファイバに複数の

ユーザを収容する光アクセスシステムは、ＰＯＮシステムといわれる。

ＰＯＮシステムは、データ転送の単位となるフレームの形式や速度などにより分類され、

そのうちの一つであるＧＥ－ＰＯＮシステムは、１心の光ファイバによりＬＡＮで一般的に用

いられている (ア) をそのままの形式で、最大１Ｇbit／sの伝送速度で送受信すること

が可能である。

ＧＥ－ＰＯＮシステムでは、ＷＤＭ方式による双方向多重伝送技術が用いられており、ユー

ザ宅のＯＮＵから設備センタのＯＬＴ方向への上り信号には (イ) μｍ帯の波長帯域が割

り当てられている。

また、設備センタのＯＬＴからユーザ宅のＯＮＵ方向への下りフレームは、同一のものが

(ウ) 配信されてＯＬＴ配下のすべてのＯＮＵに到達するため、各ＯＮＵは、自分宛のフ

レームであるか否かをＬＬＩＤといわれる識別子により判断して自分宛のフレームのみを受信

し、他のＯＮＵ宛のフレームを廃棄している。

さらに、ＧＥ－ＰＯＮシステムでは、伝送帯域を有効活用するため、一般に、上り信号の帯

域を動的に制御しており、各ＯＮＵは要求する帯域をＯＬＴへ通知し、ＯＬＴが各ＯＮＵに帯

域を割り当てる (エ) といわれる機能が用いられている。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① １.３１ ② ＤＭＴ ③ オンデマンド ④ ブロードキャスト

⑤ １.４９ ⑥ 等化増幅 ⑦ ダウンロード ⑧ ＴＤＭフレーム

⑨ １.５５ ⑩ ＡＴＭセル ⑪ ユニキャスト ⑫ ＧＥＭフレーム

⑬ １.６５ ⑭ ＤＢＡ ⑮ レンジング ⑯ イーサネットフレーム
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(２) 次の文章は、アクセス系線路設備の概要について述べたものである。 内の(オ)～

(ク)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×４＝１２点)

(ⅰ) アクセス系メタリックケーブルの種類と特徴について述べた次の文章のうち、誤っているも

のは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① アクセス系メタリックケーブルには、心線絶縁材料に、紙と比較して非吸湿性の

高いポリエチレン(ＰＥ)を用いたもの、ＰＥと比較して機械的強度は劣るが誘電率

が小さい発泡ＰＥを用いたものなどがある。

② 架空線路設備に用いられるアクセス系メタリックケーブルは、設置環境によって

は、リスなどのげっ歯類やキツツキなどの鳥類による外被損傷を受けるおそれがあ

る。このような生物被害への対策としては、心線まで影響を及ぼさないようにステ

ンレスの層を持つＨＳケーブルを適用する方法がある。

③ 架空線路設備に用いられるアクセス系メタリックケーブルには、アルミテープと

ＰＥシースを接着した構造で透湿防止性に優れたＬＡＰシースケーブルがあり、さ

らに、電磁誘導対策用としてＬＡＰシースと電磁軟鉄テープを組み合わせたＥＳケー

ブルなどがある。

④ アクセス系メタリックケーブル外被の材料として用いられるＰＥは、ポリ塩化ビ

ニル(ＰＶＣ)と比較して、一般に、耐薬品性、耐寒性などは劣るが耐水性、難燃性

などに優れた特徴を有している。

(ⅱ) アクセス系光ファイバケーブルの構造と機能について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ アクセス系光ファイバケーブルの光ファイバ心線は、一般に、外径０.２５ｍｍのほかに

作業性の向上を意図した外径０.５ｍｍのものが用いられている。外径０.５ｍｍの光ファ

イバ心線は外径０.２５ｍｍの心線を被覆除去した状態と同じ状態に被覆除去できないため、

外径０.２５ｍｍの光ファイバ心線用と異なる専用の接続用部材が用いられている。

Ｂ アクセス系光ファイバケーブルは、使用環境によって構造や機能が異なり、スロットロッ

ドと外被の間に吸水テープを巻いたＷＢケーブル、難燃性のある外被を施したＦＲケーブル、

架空布設作業に適するよう支持線と一体化したＳＳケーブルなどがある。

Ｃ クマゼミ対策用として用いられるドロップ光ファイバケーブルは、外被が高強度化されて

いるため、テンションメンバは備わっていない。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) 光コネクタの種類と特徴について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＦＣコネクタは、プッシュオン機能を持つコネクタで、ステンレス製又はジルコ

ニア製のフェルールを用いている。ＦＣコネクタのプラグは、アダプタを介して相

互に接続される。

② ＳＣコネクタは、ネジ締め型のコネクタで、単心用の光ファイバコード端に接続

用として取り付けられる。ＳＣコネクタのプラグは、アダプタを介して相互に接続

される。

③ ＭＴコネクタは、テープ心線相互の接続に用いられる。ＭＴコネクタのプラグは、

クランプスプリング及びガイドピンを用いて接続され、クランプスプリングはワン

タッチの手作業で着脱が可能であり、専用の着脱用工具を必要としない。

④ ＦＡＳコネクタは、メカニカルスプライス技術を応用した現場取付け可能な単心

接続用コネクタで、コネクタプラグとコネクタソケットの２種類がある。ＦＡＳコ

ネクタは、架空用クロージャ内での光ファイバ心線接続などに用いられる。

(ⅳ) 光合分波器又は光方向性結合器の種類と特徴について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① 光合分波器の一つである誘電体多層膜フィルタは、一般に、屈折率の異なる誘電

体を多層に積み重ねた誘電体多層膜の透過率が入射光の波長の違いにより変化する

ことを利用し、入射光を透過光と反射光に分波するものである。

② 光合分波器の一つであるアレイ導波路回折格子(ＡＷＧ)は、幅の異なる複数の光

導波路から構成され、電気光学効果を利用するものである。ＡＷＧは、数十波長の

信号光を多重するＤＷＤＭシステムにおいて有効な光デバイスである。

③ 光合分波器の一つであるファイバグレーティングは、光ファイバのクラッド内に

屈折率の高低の繰返しを設けて、一部の波長の光を選択的に反射させることにより

分波させるもので、非線形性の光サーキュレータを組み合わせて用いられる場合が

ある。

④ 一つの信号光を二つに分岐したり、二つの信号光を一つに結合したりする機能を

持つ光デバイスは、一般に、光方向性結合器といわれる。光ファイバを用いた光方

向性結合器は、２本の光ファイバを加熱溶融して、融着延伸した二つのコア間の距

離を周期的に変化させることによって生ずるブラッグ反射を利用している。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光海底ケーブルの構造などについて述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

図は、鉄３分割パイプ形光海底ケーブルの断面を示したものである。図に示す鉄３分割パイ

プ形光海底ケーブルは、鉄３分割パイプの中に光ファイバを収容しているルースタイプのもの

で、鉄３分割パイプの周囲に鋼線が撚られており、図中の矢印Ａで示す金属層は、電気抵抗が
よ

ケーブル１kｍ当たり (ア) Ω程度の給電路を形成する。この金属層は図中の矢印Ｂ

で示す (イ) を用いた絶縁層で被覆されている。

また、光海底ケーブルは、敷設及び引揚げの際に加わる張力に耐える特性が必要である。光

海底ケーブルの破断強度が１０kＮ、その (ウ) が０.５kＮ／kｍである場合、光海底

ケーブルの (ウ) で規格化した (エ) は２０kｍである。これは、例えば、水深

８,０００ｍで光海底ケーブルの自重の２.５倍の重量に耐えることを意味しており、水深

８,０００ｍからのケーブル回収が可能であることの指標となる。

Ａ

Ｂ

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① ０.１～０.４ ② モジュラス ③ 動水力学定数 ④ 引っ張り強度

⑤ ０.７～１.０ ⑥ スラック ⑦ ゴムシート ⑧ 応力集中係数

⑨ １.５～１.８ ⑩ 水走り長 ⑪ 水中重量 ⑫ ポリウレタン

⑬ ２.０～２.３ ⑭ 空中重量 ⑮ ポリエチレン ⑯ 熱収縮チューブ
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(２) 次の文章は、電線共同溝、電線類の地中化などについて述べたものである。 内の

(オ)～(ク)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×４＝１２点)

(ⅰ) 電線共同溝の概要について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 電線共同溝は、道路管理者が電力事業用の電線、電気通信事業用の通信ケーブル

などを収容するため道路の地下に設ける施設であり、本体とインナーパイプから構

成されており、情報ＢＯＸともいわれるものである。

② 電線共同溝の種類は、管路の設置位置や構造面から浅層埋設方式と裏配線方式に

大別される。また、電線共同溝方式以外の電線類の地中化整備方式としては、キャ

ブシステムなどの方式もある。

③ 電線共同溝は、電線の設置及び管理を行う２以上の者の電線を収容するための施

設であり、道路管理上必要な道路の附属物として位置付けられている。

④ 電線共同溝には、電気事業者、電気通信事業者、ＣＡＴＶ事業者、有線ラジオ放

送事業者など、電線管理者の電線を収容できるが、道路管理用ケーブルその他の行

政用のケーブルを収容することはできない。

(ⅱ) 電線共同溝への参画などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 道路管理者は、安全かつ円滑な交通の確保と景観の整備を図るために特に必要があると認

められる道路を、区間を定めて電線共同溝整備道路として指定することができる。

Ｂ 電線共同溝の占用を希望する事業者は、電線共同溝整備道路が指定されたときは、電線共

同溝の占用許可を申請することができる。また、道路管理者は占用予定事業者の意見を聴い

て電線共同溝整備計画を定めることができ、これに基づき電線共同溝を建設する。

Ｃ 道路管理者は、電線共同溝の建設に際し、将来の新規事業者のための占用部分をあらかじ

め定めることができない。したがって、電線共同溝の建設後には収容能力に余裕がないため、

当初の占用予定事業者以外の新規事業者は占用の許可を受けることができない。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) 電線類の地中化などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 電線類地中化区間に設定されたルートにおいては、事業者が保有する既存の設備

を活用することにより、地中化工事の施工コストの低減を図る場合がある。

② 国土交通省が整備を進めている道路管理用光ファイバケーブルを収容するために

道路の地下に設けられる施設は、Ｃ.Ｃ.ＢＯＸといわれ、空いている管があれば、

占用許可を取得することにより、電気通信事業者も利用することができる。

③ ２以上の公益事業者の公益物件を収容するため道路管理者が道路の地下に設ける

施設は、一般に、共同溝といわれ、共同溝には、電気通信、電気、ガス、上下水道

などの事業者の設備を収容することができる。

④ 幹線道路などの地下に設けられ、通信ケーブルの布設、接続及び保守修理ができ

る空間が確保されているトンネル形式の施設は、一般に、とう道といわれ、施工方

法としては、シールド工法や開削工法がある。

(ⅳ) 無電柱化に伴う材料費、敷設費などの工事費の費用負担について述べた次の文章のうち、誤っ

ているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 電線共同溝方式では、電線共同溝の整備等に関する特別措置法に基づき、道路管

理者及び電線管理者が費用負担する。

② 自治体管路方式では、管路設備の材料費を地方公共団体が費用負担し、管路設備

の敷設費を電線管理者が費用負担する。

③ 単独地中化方式では、全額を電線管理者が費用負担する。

④ 要請者負担方式は、無電柱化協議会で優先度が低いとされた箇所などで要請者の

要望で無電柱化を実施する場合に適用され、原則として、全額を要請者が費用負担

する。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光パルス試験器(ＯＴＤＲ)の機能と特徴について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(２点×４＝８点)

光ファイバに光を入射したときに、光ファイバの途中から入射端に戻ってくる光には、コア

の屈折率の段差によって生ずる (ア) 光と、光ファイバのコア内の微小な屈折率の揺らぎ

によって生ずる後方散乱光がある。ＯＴＤＲは、これらの現象を利用することにより、光ファ

イバケーブルの故障点や損失を測定する機能を持つ光測定器である。

ＯＴＤＲを用いた光ファイバケーブルの損失測定では、一般に、得られる後方散乱光パワー

が非常に微弱であるため、光ファイバケーブルを往復する時間よりも長い周期で繰り返し光パ

ルスを送出し、受信信号(後方散乱光強度信号)を (イ) することで、ＳＮ比の良い信号強

度を検出する方法が採られる。

ＯＴＤＲの仕様において、一般に、光出射端近傍の後方散乱光レベルからＳＮ比が (ウ)

となるノイズフロアまでの後方散乱光強度が測定できる範囲はダイナミックレンジといわれる。

ダイナミックレンジが広いＯＴＤＲほど長い距離の光ファイバケーブルの光損失を測定できる

性能を有している。

また、光コネクタなどを用いた接続点で生ずる反射光及びその反射光で生ずる受信波形のす

そ引きによって、近傍の反射点などの位置、光損失などの測定が不能となる距離範囲は、デッ

ドゾーンといわれる。デッドゾーンには、反射測定デッドゾーンと損失測定デッドゾーンがあ

り、このうち反射測定デッドゾーンとは、反射光の (エ) レベルから１.５dＢ低下する

範囲をいう。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １ ② ブリルアン散乱 ③ 相加平均 ④ ブラッグ反射

⑤ ２ ⑥ 位相変調 ⑦ ピーク ⑧ 相乗平均

⑨ ３ ⑩ フレネル反射 ⑪ 解像度 ⑫ 標本化

⑬ ６ ⑭ 最小受光感度 ⑮ 半 値 ⑯ ラマン散乱



37

(２) 次の文章は、アクセス系線路設備における雷害対策などについて述べたものである。

内の(オ)、(カ)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 光ファイバ心線及び光ファイバケーブルにおける雷サージの影響、ＡＤＳ(Active Double Star)

方式に用いられる光アクセス装置における雷害対策などについて述べた次の文章のうち、誤っ

ているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 石英系光ファイバ心線そのものは、非導電性であるため、雷の影響を受けにくく、

雷サージの侵入ルートや流出ルートになることはない。

② 自己支持型光ファイバケーブルは、ケーブル部のテンションメンバが無誘導タイ

プであっても、金属である支持線に雷サージが誘導されるおそれがあるため、支持

線の接地を適切に行う必要がある。

③ ユーザビルなどに設置される光アクセス装置は、光アクセス装置に接続される通

信線に雷害対策が施されていても、光アクセス装置の電源線が屋外に配線されてい

る場合、電源線から雷サージが侵入するおそれがある。

④ ユーザビルに設置されるＶＤＳＬ集合装置の雷害対策としては、保安用接地、電

源用接地及び通信用接地を共通接地としないで、それぞれ個別接地とする方法、

ＶＤＳＬ集合装置の電源線とメタリックケーブルの通信線との間に雷サージのバイ

パスルートを設ける方法などが有効である。

(ⅱ) 誘導対策、接地方法などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 架空送電線などに地絡故障が発生したとき、地絡電流による電磁界が発生することにより

通信線に誘起される誘導電圧は、異常時誘導危険電圧といわれ、これが制限値を超えると想

定される場合は、遮蔽効果の高い通信線への変更などの対策が必要となる。

Ｂ 通信線の付近に高圧の電力線があると、電力線と通信線間の静電容量により通信線も高電

圧となる。この電圧を低減するために通信線の金属シースを接地して通信線の電圧を金属シー

スの電位とほぼ同じ電位にする接地方法は、電磁遮蔽用接地といわれる。

Ｃ 通信線と端末装置間に取り付けられている酸化亜鉛バリスタなどのサージ防護デバイス

(ＳＰＤ)は、雷サージが印加されるとインピーダンスが上昇し、雷サージ電流を遮断する機

能を有している。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の文章は、光線路設備の試験などについて述べたものである。 内の(キ)、(ク)に

最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 光ファイバの試験、保守方法などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ)

である。

<(キ)の解答群>

① 後方散乱係数の異なる光ファイバを接続した場合、接続損失の正確な測定法とし

ては、光ファイバのそれぞれの片端より光パワーメータを用いて接続損失を測定し、

そのうち大きい方の値を採用する方法が用いられる。

② 浸水状態のまま一定期間放置された光ファイバ心線の破断確率は、最大で乾燥状

態の２倍となることから、浸水を適切に検知することが必要となる。浸水期間を短

くすることにより破断確率の上昇を抑制することが可能である。

③ 光ファイバ心線の接続作業時において、光ファイバの切断にニッパを用いると光

ファイバの切断不良が原因で光ファイバの接続部で断線する場合があるため、切断

面を球面状に成形して光ファイバのコアどうしを精度良く接触できる光ファイバカッ

タが使用される。

④ 光ファイバの破断確率を推定するために、ブリルアン散乱光における光周波数シ

フトの変化量のひずみ依存性を利用した光ファイバひずみ分布測定器(Ｂ－ＯＴＤＲ)

を用いて、光ファイバの長さ方向に分布するひずみを測定する方法がある。

(ⅱ) ＧＥ－ＰＯＮシステムにおける光アクセス回線の保守作業について述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① ＰＬＣ(石英系プレーナ光波回路)を用いた８分岐光スプリッタの損失は、３dＢ

程度であるため、８分岐光スプリッタ箇所で３dＢを超える損失が測定された場

合、一般に、８分岐光スプリッタ箇所の故障と判定できる。

② 光アクセス回線に対する設備センタ内からのパルス試験では、試験光のパルス幅

を広げることで８分岐光スプリッタの下部(ユーザ側)の８本の光ファイバ心線の測

定波形を個別に取得することにより、光スプリッタ下部の故障心線を容易に識別で

きる。

③ 設備センタと８分岐光スプリッタとの区間における心線対照作業としては、設備

センタから光ファイバＩＤテスタを用いて変調した対照光を挿入し、受信部の曲げ

部で通信サービスに影響を及ぼさない程度に光ファイバを曲げて対照光の漏洩光を
えい

確認することにより、該当する光ファイバを特定する方法がある。

④ 設備センタ側からユーザ側への試験光が通信に影響を及ぼさないようにするには、

ユーザ側のＯＮＵと端末装置との間に試験光の波長を遮断して通信サービスに利用

する波長を透過する光フィルタを組み込む必要がある。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、線路設備工事などにおける労働安全衛生に関する法令に基づく安全作業、有資格

者配置などについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の

解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。

(２点×４＝８点)

線路設備にかかわる作業には屋外の様々な環境における作業があり、危険を伴う作業が多い。

また、機械器具や車両を用いた作業があり、作業内容によって労働安全衛生法などで定められ

た資格又は作業主任者の選任を必要とする場合がある。

事業者は、つり上げ荷重が１トン以上 (ア) トン未満の小型移動式クレーンの運転(道路

上を走行させる運転を除く。)の業務については、小型移動式クレーン運転技能講習を修了した

者を当該業務に就かせることができる。また、事業者は、つり上げ荷重が (ア) トン以上

の移動式クレーンの運転の業務については、移動式クレーン運転士免許を持つ者でなければ当

該業務に就かせてはならない。

さらに、事業者は、つり上げ荷重が１トン以上の移動式クレーンの玉掛けの業務については、

(イ) でなければ、当該業務に就かせてはならない。

一方、架空線路設備の保守作業などにおいて、事業者は、作業床の (ウ) の高所作業車

の運転(道路上を走行させる運転を除く。)の業務については、高所作業車運転技能講習を修了

した者又は高所作業車の運転の業務の特別教育を受けた者でなければ、当該業務に就かせては

ならない。

また、事業者は、マンホール設備内などでの第二種酸素欠乏危険作業に労働者を従事させる

場合は、当該作業を行う場所の空気中の酸素の濃度を１８％以上、かつ、硫化水素の濃度を

(エ) ppｍ以下に保つように換気しなければならない。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １.５ ② １０ ③ 最大積載荷重が１５０kg未満

④ ２ ⑤ ２０ ⑥ クレーン・デリック運転士免許を持つ者

⑦ ３ ⑧ ５０ ⑨ 高さが２ｍ以上１０ｍ未満

⑩ ５ ⑪ １００ ⑫ 玉掛けの業務の特別教育を受けた者

⑬ 幅が７５cｍ以上 ⑭ 玉掛け技能講習を修了した者

⑮ 高さが１０ｍ以上 ⑯ 移動式クレーンの運転の業務経験が３年以上の者
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(２) 次の文章は、信頼性に関する事項などについて述べたものである。 内の(オ)、(カ)

に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 故障曲線の特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① アイテムの使用期間中における故障率の時間的変化を示したものは、一般に、

故障曲線又は障害曲線といわれ、アイテムの拡張性を評価するために有効である。

② 故障曲線の代表的なものにバスタブ曲線がある。バスタブ曲線は、修理系アイ

テムに限定した故障曲線として用いられる。

③ バスタブ曲線の初期故障期間における故障率低減のための方策の一つにエージン

グがある。これは、アイテムを使用開始前又は使用開始後の初期に動作させるこ

とにより欠点を検出・除去し、是正することである。

④ バスタブ曲線の摩耗故障期間は、アイテムの老朽化による故障が多く発生する

期間である。そのため、この期間においては予防保全によるアイテムの取替えが

効果的である。

⑤ バスタブ曲線の偶発故障期間は、故障率がほぼ一定とみなせる期間であり、ア

イテムの通常の使用期間に相当する。この期間の長さは、一般に、故障寿命とい

われる。

(ⅱ) 信頼性の評価指標などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① アイテムの信頼度Ｒ(ｔ)は時間ｔの関数であり、Ｒ(０)＝０、Ｒ(∞)＝１とな

る性質を持っている。

② 修理系のアイテムにおいて、修復時間の期待値は、ＭＴＢＦといわれる。

③ アイテムがダウン状態にある期間の期待値は、ＭＤＴといわれる。

④ 修理系のアイテムにおいて、最初の故障が発生するまでの動作時間の期待値は、

ＭＴＴＦといわれる。
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(３) 次の文章は、ある装置の信頼性について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に最も

適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。ただし、装置は偶発故障期

間にあるものとする。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 装置Ａの故障率が０.２％／時間であるとき、固有アベイラビリティが９８％であるた

めには、ＭＴＴＲは、 (キ) 時間でなければならない。ただし、答えは四捨五入により

小数第２位までとする。

<(キ)の解答群>

① ０.１０ ② １０.２０ ③ １９.６０

④ ４９０.００ ⑤ ５１０.２０

(ⅱ) 装置Ａの故障率が０.２％／時間、装置Ｂ及びＣのＭＴＢＦがそれぞれ８００時間及び

４００時間であるとき、装置Ａ、Ｂ及びＣがそれぞれ１台ずつ直列に接続されたシステムの

ＭＴＢＦは (ク) 時間である。ただし、答えは四捨五入により整数値とする。

<(ク)の解答群>

① ５ ② ４２ ③ １７４ ④ ５６７ ⑤ ６００
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ポートスキャンの概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

攻撃者がインターネット経由でサーバに攻撃を行う際、攻撃対象に対して事前調査を行うこ

とがある。この調査には、ＩＣＭＰプロトコルを使用した (ア) を用いて対象のサーバの

稼動状態を確認する方法、ポートスキャンにより攻撃対象のサーバがどのようなサービスを外

部に公開しているかなどを確認する方法がある。

ポートスキャンは、サーバとの通信が (イ) 層プロトコルであるＴＣＰやＵＤＰを用い

て行われていることを利用しており、各ポートに対して開いているかどうかを連続で調べてい

くことにより、対象サーバが提供しているサービスを特定することができる。

ポートスキャンにはさまざまな手法がある。このうち、 (ウ) スキャンは標的ポートに

対して完全なスリーウェイハンドシェイクを行うため、サービスの特定精度は高いが対象サー

バのログに残る可能性は高い。一方、 (エ) スキャンはスリーウェイハンドシェイクの途

中でＲＳＴを返信することでコネクション確立を行わないため、対象サーバのログに残りにく

い。

ポートスキャンにより提供サービスが攻撃者に知られてしまうと、サーバの脆弱性に対して
ぜい

攻撃を仕掛けられるおそれがあるため、不要なサービスは停止し、ポートを閉じるなどの対策

を講じておくことが望ましい。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ネットワーク ② オンライン ③ ｐｉｎｇコマンド

④ アプリケーション ⑤ データリンク ⑥ ｃｏｎｆｉｇコマンド

⑦ スパニングツリー ⑧ ＴＣＰ接続 ⑨ ネットワークインタフェース

⑩ ＴＣＰ ＳＹＮ ⑪ ＨＴＴＰ ⑫ トランスポート

⑬ ＴＣＰ ＦＩＮ ⑭ トンネリング技術
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

情報システムの設計及び運用においてセキュリティ上配慮すべき事項などについて述べた次

の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① セキュリティインシデント発生時やシステム障害発生時などにはネットワーク機

器やホストのログが重要な情報源となる。ログの収集、分析、監査などを行うこと

によって、セキュリティインシデントの早期発見や防止に役立てることができる。

② セキュリティインシデントに対応することは、ソーシャルエンジニアリングとい

われる。適切なソーシャルエンジニアリングを行うためにはセキュリティポリシー

をベースとして、実際のルールやフローを明確にしておく必要がある。

③ アクセス制御における基本原則は、任命された業務を遂行するために必要な権限

のみを与えることとされている。

④ アクセス制御には、大別して、ファイアウォールなどを用いてネットワークの境

界で行う方法とホストのＯＳやアプリケーションで行う方法がある。アクセス制御

の結果は、一般に、ログとして記録される。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

パスワード解析手法及びパスワード認証について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ サーバにユーザＩＤとパスワードを送信し、認証されるかどうかを確認することによりパ

スワードを解析する攻撃手法は、一般に、オフライン攻撃といわれる。また、パスワード

ファイルなどを入手してサーバとは別のコンピュータでパスワードを解析する攻撃手法は、

一般に、オンライン攻撃といわれる。

Ｂ あらゆる文字列の組合せを総当たりで試すことによりパスワードを解析する攻撃手法は、

一般に、辞書攻撃といわれ、文字列が長い場合や文字の種類が多い場合には長時間を要する

か又は高速処理が可能なコンピュータが必要となる。

Ｃ パスワードによる認証には、固定パスワード、ワンタイムパスワードなどを用いる方式が

ある。ワンタイムパスワードは、固定パスワードより安全性が低い。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＪＩＳに規定される抜取検査などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ)

である。

<(キ)の解答群>

① 抜取検査方式の特性を表わすため、ロットの不良率に対してその抜取検査で合格

となる確率を示した曲線は、検査特性曲線(ＯＣ曲線)といわれ、ＯＣ曲線はロット

の不良率が０％のとき、ロットの合格する確率は１００％となる。

② 抜取検査方式において、不合格品質のロットが合格する確率は、生産者危険とい

われ、合格品質のロットが不合格となる確率は、消費者危険といわれる。

③ 計数値検査における抜取検査手順に用いられる２回抜取検査方式では、一般に、

１回抜取検査方式のサンプルサイズより大きい第１サンプルを抜き取り、第１サン

プルの検査結果にかかわらず、第２サンプルの抜取検査が行われる。

④ 計数値検査における抜取検査手順では、ロットの工程平均が合格品質限界(ＡＱＬ)

より悪いということを示したときに使用する検査は、なみ検査といわれ、対応する

ゆるい検査よりも小さいサンプルサイズを持つといった特徴を有する。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電気通信設備工事における建設業法に定める内容に基づく施工管理などについて述べた次の

文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 発注者から直接建設工事を請け負った一般建設業者は、当該建設工事を施工する

とき、工事現場における建設工事の施工の技術上の管理をつかさどる現場代理人を

配置しなければならない。

② 発注者から直接建設工事を請け負った特定建設業者は、当該建設工事を施工する

ために締結した下請契約の請負代金の総額が３,０００万円(建築一式工事の場合は

４,５００万円)以上になる場合、工事現場における建設工事の施工の技術上の管理

をつかさどる主任技術者を配置しなければならない。

③ 発注者から直接建設工事を請け負った特定建設業者は、当該建設工事を施工する

ために締結した下請契約の請負代金の総額が３,０００万円(建築一式工事の場合は

４,５００万円)以上になる場合、建設工事の適正な施工を確保するため、施工体制

台帳を作成し、工事現場ごとに備え置かなければならない。

④ 建設業者は、その請け負った工事を一括して他人に請け負わせてはならない。ま

た、建設業を営む者は、建設業者からその建設業者の請け負った工事を一括して請

け負ってはならない。ただし、民間工事及び公共工事のいずれにおいても、あらか

じめ、発注者から書面又は口頭による承諾を得た場合はこの限りでない。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

 

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 
(９) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(１０) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所の省略や部分 

省略などをしている部分がありますが、(   )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 
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